
年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（３学年用） 教科 国語　科目 論理国語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・聞 書 読

A「人類による環境への影響」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を増やし、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などを的確に捉え、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

○

○

A「人類による環境への影響」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
ることできる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を
把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目につ
いて理解を深めようとするととも
に、学んだことを積極的に振り返
り、自らの今後に生かすことがで
きる。

・指導事項
 文章の構成や取り上げられている
具体例を認識したうえで筆者の主
張をつかむ。
・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

○

定期考査

C「「知る」ということ」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
ることできる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を
把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目につ
いて理解を深めようとするととも
に、学んだことを積極的に振り返
り、自らの今後に生かすことがで
きる。

・指導事項
 　ヒトの進化の過程について、本
文の内容を整理し、理解する。
・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

定期考査

○

B「言語ゲームと哲学的態度」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
ることできる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を
把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目につ
いて理解を深めようとするととも
に、学んだことを積極的に振り返
り、自らの今後に生かすことがで
きる。

国語 論理国語 2

態
領域

評価規準

論理的な文章を読むことで、言語感覚を磨き、
知識と教養を身につける。また、「言語活動」
を通して、実社会に役だつテーマを学習し、今
後の生活に生かしていく。

論理的な思考力と判断力、表現力の養成をはかり、
さまざまな問題に対して批判的に考え、自らの考え
を深めようとする態度を養う。

三省堂「新　論理国語」

国語 の目標

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図ろうとする態
度を養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

○

論理国語 の目標

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し、効果的に表現しようとする能力の育成をはか
る。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

○ ○

○ ○

【学びに向かう力、人間性等】

生徒が自主的、主体的に学習活動を行い、対話
的・協働的な学習を積み重ねることにより、
様々な社会的要請に応え得る人間性の育成に努
める。

○ ○

B「言語ゲームと哲学的態度」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を増やし、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などを的確に捉え、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

○ 1○

○

C「「知る」ということ」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を増やし、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などを的確に捉え、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

12

12

・指導事項
 　具体例から、言葉の誤用につい
ての理解を深め、本文を読解す
る。
・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

１
学
期

２
学
期

12○

1

○



○ ○

○ ○

○ ○

60

○

定期考査 1
合計

10

E「科学には限界があるか」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
ることできる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を
把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目につ
いて理解を深めようとするととも
に、学んだことを積極的に振り返
り、自らの今後に生かすことがで
きる。

・指導事項
 　二つの文章を比較して、日本語
を取り巻く状況について読み解
き、自分の考えを述べる。
・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

○

E「科学には限界があるか」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を増やし、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などを的確に捉え、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

○ ○

○

D「文系と理系の壁はあるか」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を増やし、文
章の中で使うことを通して、語感を磨き語彙
を豊かにしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理
の展開などを的確に捉え、論点を明確にしな
がら要旨を把握している。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目について理解を
深めようとするとともに、学んだことを積極
的に振り返り、自らの今後に生かそうとして
いる。

３
学
期

２
学
期

10○ ○ ○

定期考査

定期考査 1

D「文系と理系の壁はあるか」
【知識及び技能】
　学習のために必要な語句の量を
増やし、文章の中で使うことを通
して、語感を磨き語彙を豊かにす
ることできる。
【思考力、判断力、表現力等】
　文章の種類を踏まえて、内容や
構成、論理の展開などを的確に捉
え、論点を明確にしながら要旨を
把握することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　本教材の意図する学習項目につ
いて理解を深めようとするととも
に、学んだことを積極的に振り返
り、自らの今後に生かすことがで
きる。

・指導事項
 　本文を読解し、自身の経験・見
聞と照らし合わせて検討し、自分
の考えをもつ。
・教材
　教科書
　副教材
　スマートスクール端末

1



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 国語　科目 文学国語
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

話・聞 書 読

1

C　短歌
【知識及び技能】
　文学的な文章を読むことを通して、我が国
の言語文化の特質について理解を深めてい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文章の構成や展
開、表現の仕方などについて、伝えたいこと
や感じてもらいたいことが伝わるように書か
れているかなどを吟味して、文章全体を整え
たり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　作品の内容を踏まえ、学習課題に沿って作
文を書こうとしている。

C　短歌
【知識及び技能】
　文学的な文章を読むことを通し
て、我が国の言語文化の特質につ
いて理解を深める。
【思考力、判断力、表現力等】
　「書くこと」において、文章の
構成や展開、表現の仕方などにつ
いて、伝えたいことや感じてもら
いたいことが伝わるように書かれ
ているかなどを吟味して、文章全
体を整えたり、読み手からの助言
などを踏まえて、自分の文章の特
長や課題を捉え直したりする。
【学びに向かう力、人間性等】
　作品の内容を踏まえ、学習課題
に沿って作文を書こうとしてい
る。

・指導事項
 　短歌の鑑賞文を書く。
・教材
　教科書
　副教材
　ポートフォリオファイル
　スマートスクール端末

D　舞姫
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手
の視点や場面の設定の仕方、表現
の特色について評価することを通
して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
　作品の主題を粘り強く考察し、
これまでの学習を生かして話し合
おうとしている。

・指導事項
 　作品の主題について考察する。
・教材
　教科書
　副教材
　ポートフォリオファイル
　スマートスクール端末

8

○

D　舞姫
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈しようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　作品の主題を粘り強く考察し、これまでの
学習を生かして話し合おうとしている。

16○ ○ ○

○

○

配当
時数

知

○

○

【知識・技能】
情景の豊かさや心情の機微を表す語句の量を
増し、文章の中で使うことを通して、語感を
磨き語彙を豊かにしている。

【思考・判断・表現】
「読むこと」において、語り手の視点や場面
の設定の仕方、表現の特色について評価する
ことを通して、内容を解釈している。

【主体的に学習に取り組む態度】
檸檬という作品について粘り強く考察し、こ
れまでの学習を生かして考えようとしてい
る。

○

【知識・技能】
人間、社会、自然などに対するものの見方、
感じ方、考え方を豊かにする読書の意義と効
用について理解を深めている。

【思考・判断・表現】
「読むこと」において、文章の構成や展開、
表現の仕方を踏まえ、解釈の多様性について
考察している。

【主体的に学習に取り組む態度】
作品に込められた寓意を粘り強く考察し、こ
れまでの学習を生かして話し合おうとしてい
る。

1

12

【学びに向かう力、人間性等】

文学国語 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】
生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し、効果的に表現しようとする能力の育成をはか
る。

定期考査
○ ○

態

○

領域
評価規準

定期考査

○

生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技
能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に
対する理解を深めることができるようにする。

深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ば
すとともに，創造的に考える力を養い，他者との関
わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを
広げたり深めたりすることができるようにする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我
が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う 。

2

数研出版「文学国語」

国語 の目標

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、国語を尊重してその能力の向上を図ろうとする態
度を養う。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

A 檸檬

【知識及び技能】
語彙力を向上する。小説ならでは
の表現に着目する。登場人物の心
情に着目する。

【思考力、判断力、表現力等】
言動や登場人物の関係性に留意し
て小説を読み、心の動きの変化を
読み取る。

【学びに向かう力、人間性等】
小説を味わおうとし、自らの出来
事や思いと重ねて文章を鑑賞しよ
うとしている。

・指導事項
 　私が感じる不吉な塊について、
考察を深める。
・教材
　教科書
　副教材
　ワークシート
　スマートスクール端末

○

国語 文学国語

12○ ○

○

２
学
期

○ ○

○

B　赤い繭
【知識及び技能】
人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を豊か
にする読書の意義と効用について
理解を深める。

【思考力、判断力、表現力等】
「読むこと」において、文章の構
成や展開、表現の仕方を踏まえ、
解釈の多様性について考察してい
る。

【学びに向かう力、人間性等】
作品に込められた寓意を粘り強く
考察し、これまでの学習を生かし
て話し合おうとしている。

・指導事項
 　比喩表現を読み取り、作者の伝
えたいメッセージを考察する。
・教材
　教科書
　副教材
　ワークシート
　スマートスクール端末



○ ○

○ ○

○ ○

F　件
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の
内容や解釈を踏まえ、人間、社
会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで作品内容を解釈し、学習
課題に沿って話し合おうとしてい
る。

・指導事項
 　作品内容を踏まえ、自分だった
らどうするかを話し合う。
・教材
　教科書
　副教材
　ポートフォリオファイル
　スマートスクール端末

12○ ○ ○

定期考査

定期考査
1

E　野火
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の
内容や解釈を踏まえ、人間、社
会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで作品内容を解釈し、学習
課題に沿って話し合おうとしてい
る。

・指導事項
 　作品内容を踏まえて、「よりよ
く生きる」とはどのようなことか
を話し合う。
・教材
　教科書
　副教材
　ポートフォリオファイル
　スマートスクール端末

D　舞姫
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対する
ものの見方、感じ方、考え方を豊
かにする読書の意義と効用につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手
の視点や場面の設定の仕方、表現
の特色について評価することを通
して、内容を解釈する。
【学びに向かう力、人間性等】
　作品の主題を粘り強く考察し、
これまでの学習を生かして話し合
おうとしている。

・指導事項
 　作品の主題について考察する。
・教材
　教科書
　副教材
　ポートフォリオファイル
　スマートスクール端末

8

D　舞姫
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、語り手の視点や場
面の設定の仕方、表現の特色について評価す
ることを通して、内容を解釈しようとしてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　作品の主題を粘り強く考察し、これまでの
学習を生かして話し合おうとしている。

16

1

○ ○ ○

F　件
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解を深めている。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿っ
て話し合おうとしている。

○

○

３
学
期

60

定期考査
1

合計

○

２
学
期

E　野火
【知識及び技能】
　人間、社会、自然などに対するものの見
方、感じ方、考え方を豊かにする読書の意義
と効用について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　「読むこと」において、作品の内容や解釈
を踏まえ、人間、社会、自然などに対するも
のの見方、感じ方、考え方を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
　進んで作品内容を解釈し、学習課題に沿っ
て話し合おうとしている。



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 地理歴史　科目 日本史探究
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

『日本史探究』東京書籍

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする
態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の
歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解
するとともに，諸資料から我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け
るようにする。
我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の
関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる
課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを
基に議論したりする力を養う。

地理歴史 日本史探究 3

地理歴史 の目標

配当
時数

第３節
律令国家の変容
①平安京がつくられた
②長く続く都と教えが成立した
③貴族による政治がおこなわれた
④受領によって地方支配が再編さ
れた
⑤学習のまとめと探究

○

○

3

1

○

⑥法律が人々のくらしを変える
⑦国内が不安定になり仏教に安定
を求める
⑧きびしい支配のなかで懸命に生
きる

○ ○

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合
的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が
国の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的
に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推
移，比較，相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して，概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したりする力や，考
察，構想したことを効果的に説明したり，それ
らを基に議論したりする力を養う。

定期考査

○

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに，多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛
情，他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

5

5

日本史探究 の目標

【 知　識　及　び　技　能 】

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

○

○ ○

第２節
ヤマト政権と律令国家の形成
①列島にクニが現れた
②巨大古墳がつくられる
③ヤマト政権の支配が列島を覆う
④争乱のなかから国家が生まれる
⑤強力な天皇が登場する

１
学
期

第１節
日本文化の黎明
①日本列島に人々がやってきた
②環境が変わり，定住生活がはじ
まった
③農耕がはじまってくらしが変
わった

○ ○ ○ 3

○ ○

単元の具体的な指導目標

第１章　原始・古代の日本と東アジア

【知識及び技能】
原始社会の特色や古代の国家・社会との関わ
りの理解や，表現した時代を通観する問い，
古代を展望する仮説を踏まえ，資料を扱う技
能を活用し，古代の国家や社会の展開につい
て，事象の意味や意義，関係性，歴史に関わ
る諸事象の解釈や歴史の画期などを多面的・
多角的に考察し，根拠を示して表現する学習
を通じて，古代がどのような時代であったか
を理解できている。

【思考力、判断力、表現力等】
・旧石器文化から縄文文化への変化，弥生文
化の成立に至る時期の日本列島の歴史的環境
と文化の形成とを関連付けて時代の転換を理
解し，原始社会の特色や古代の国家・社会と
の関わりについて多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現できている。

【主体的に取り組む態度】
・資料から情報を収集して読み取る技能を身
に付けるとともに，読み取った情報から原
始・古代の特色についての仮説を表現するこ
とを通じて，次節に向けて，見通しをもった
学習を展開できるようにできている。

第１章　原始・古代の日本と東ア
ジア

【知識及び技能】
原始社会の特色や古代の国家・社
会との関わりの理解や，表現した
時代を通観する問い，古代を展望
する仮説を踏まえ，資料を扱う技
能を活用し，古代の国家や社会の
展開について，事象の意味や意
義，関係性，歴史に関わる諸事象
の解釈や歴史の画期などを多面
的・多角的に考察し，根拠を示し
て表現する学習を通じて，古代が
どのような時代であったかを理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
・旧石器文化から縄文文化への変
化，弥生文化の成立に至る時期の
日本列島の歴史的環境と文化の形
成とを関連付けて時代の転換を理
解し，原始社会の特色や古代の国
家・社会との関わりについて多面
的・多角的に考察し，時代を通観
する問いを表現する。

【主体的に取り組む態度】
・資料から情報を収集して読み取
る技能を身に付けるとともに，読
み取った情報から原始・古代の特
色についての仮説を表現すること
を通じて，次節に向けて，見通し
をもった学習を展開できるように
する。



第３節
律令国家の変容
①平安京がつくられた
②長く続く都と教えが成立した
③貴族による政治がおこなわれた
④受領によって地方支配が再編さ
れた
⑤学習のまとめと探究

○

1

5

１
学
期

○

○ ○

定期考査
○



○ 8

第３節
室町幕府の展開
①列島全体に動乱が続いた
②守護大名が台頭する
③東アジア世界と交流する
④商品の流通が活気を生んだ
⑤団結して立ち上がる民衆
⑥現代までつながる文化が生まれ
た
⑦学習のまとめと探究

○ ○

２
学
期

第２章　中世の日本と世界

【知識及び技能】
・第１節で学んだ古代から中世へ
の転換の理解や，表現した時代を
通観する問い，中世を展望する仮
説を踏まえ，資料を扱う技能を活
用し，中世の国家や社会の展開に
ついて，事象の意味や意義，関係
性，歴史に関わる諸事象の解釈や
歴史の画期などを多面的・多角的
に考察し，根拠を示して表現する
学習を通じて，中世がどのような
時代であったかを理解する。

【思考力、判断力、表現】
・院政期から武家政権成立期の歴
史の展開と歴史的環境とを関連付
けて時代の転換を理解し，中世の
特色について多面的・多角的に考
察し，時代を通観する問いを表現
する。

【主体的に取り組む態度】
・資料から情報を収集して読み取
る技能を身に付けるとともに，読
み取った情報から中世の特色につ
いての仮説を表現することを通じ
て，次節に向けて，見通しをもっ
た学習を展開できるようにする。

第１節
中世への転換
①院政がはじまった
②平清盛が政治権力をにぎった
③鎌倉に新たな武家政権が成立し
た

第２節
鎌倉幕府の展開
①鎌倉幕府の支配が広がる
②武士の土地支配が深まった
③農業が発達し，銭の流通がすす
んだ
④モンゴルの脅威がせまってきた
⑤新しい仏教の教えが人々をとら
えた

○

○ 7

第２章　中世の日本と世界

【知識及び技能】
・第１節で学んだ古代から中世への転換の理
解や，表現した時代を通観する問い，中世を
展望する仮説を踏まえ，資料を扱う技能を活
用し，中世の国家や社会の展開について，事
象の意味や意義，関係性，歴史に関わる諸事
象の解釈や歴史の画期などを多面的・多角的
に考察し，根拠を示して表現する学習を通じ
て，中世がどのような時代であったかを理解
できている。

【思考力、判断力、表現】
・院政期から武家政権成立期の歴史の展開と
歴史的環境とを関連付けて時代の転換を理解
し，中世の特色について多面的・多角的に考
察し，時代を通観する問いを表現できてい
る。

【主体的に取り組む態度】
・資料から情報を収集して読み取る技能を身
に付けるとともに，読み取った情報から中世
の特色についての仮説を表現することを通じ
て，次節に向けて，見通しをもった学習を展
開できている。

定期考査 ○ ○ 1

定期考査
○ ○ 1

○



60

○

第４節
社会の変化と幕府の対応
①幕政の改革がはじまった
②幕府や藩に対し人々の不満が爆
発した
③せまってくる外国船
④庶民文化が列島に展開した
⑤新時代の予兆を示す学問・思想
が登場した
⑥学習のまとめ
⑦～⑪探究活動

○ ○

第３章　近世の日本と世界

【知識及び技能】
中世から近世への転換の理解や，
表現した時代を通観する問い，近
世を展望する仮説を踏まえ，資料
を扱う技能を活用し，近世の国家
や社会の展開について，事象の意
味や意義，関係性，歴史に関わる
諸事象の解釈や歴史の画期などを
多面的・多角的に考察し，根拠を
示して表現する学習を通じて，近
世がどのような時代であったかを
理解する。

【思考力・判断力・表現力等】
織豊政権の成立前後からの歴史の
展開と歴史的環境を関連付けて時
代の転換を理解し，近世の特色に
ついて多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現する。

【主体的に取り組む態度】
資料から情報を収集して読み取る
技能を身に付けるとともに，読み
取った情報から近世の特色につい
ての仮説を表現することを通じ
て，次節に向けて，見通しをもっ
た学習を展開できるようにする。

第３章　近世の日本と世界

【知識及び技能】
中世から近世への転換の理解や，表現した時
代を通観する問い，近世を展望する仮説を踏
まえ，資料を扱う技能を活用し，近世の国家
や社会の展開について，事象の意味や意義，
関係性，歴史に関わる諸事象の解釈や歴史の
画期などを多面的・多角的に考察し，根拠を
示して表現する学習を通じて，近世がどのよ
うな時代であったかを理解できている。

【思考力・判断力・表現力等】
織豊政権の成立前後からの歴史の展開と歴史
的環境を関連付けて時代の転換を理解し，近
世の特色について多面的・多角的に考察し，
時代を通観する問いを表現できている。

【主体的に取り組む態度】
資料から情報を収集して読み取る技能を身に
付けるとともに，読み取った情報から近世の
特色についての仮説を表現することを通じ
て，次節に向けて，見通しをもった学習を展
開できている。

○ 14

合計

11

３
学
期

第１節
近世への転換
①各地に戦国大名が現れた
②ヨーロッパ文化の到来
③全国統一がなされた
④秀吉が近世の扉をひらいた

第２節
幕藩体制の確立
①強力な江戸幕府が成立した
②蝦夷地と琉球には独自の文化が
あった
③幕府は海外渡航を禁止した
④統制されながらも人々は宗教を
必要とした

第３節
幕藩体制の展開
①武士の役割が変わった
②世の中の役割分担がすすんだ
③産業の発達が人々の郷土意識を
うながした
④巨大都市が現れた
⑤商品経済社会がやってきた
⑥京・大坂から新たな文化が発信
された

○

○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 地理歴史　科目 世界史探究
科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組 選択者

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

世界史へのまなざし
地球環境からみる人類の歴史
【知識及び技能】
人類の誕生と地球規模での拡散・
異動を基に、人類の歴史と地球環
境との関わりを理解する。また衣
食住、華族、教育、余暇などの身
の周りの諸事象をもとに、私たち
の日常生活が世界の歴史とつな
がっていることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸事象を捉えるための時間の尺度
や、諸事象の空間的広がりに着目
し、主題を設定し、地球の歴史に
おける人類の歴史の位置と人類の
特性を考察し、表現する。さら
に、諸事象の来歴や変化に着目し
て、主題を設定し、身の周りの諸
事象と世界の歴史との関連性を考
察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
　世界の歴史についての諸事象に
ついて、よりよい社会の実現を視
野に課題を主体的に追求、解決し
ようとする態度を養うとととも
に、多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民
としての自覚、我が国の歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自
覚などを深める。

○ ○ ○ 13

配当
時数

3

諸地域の歴史的特質の形成
諸地域の歴史的特質への問と古代
文明の歴史的特質
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身につけなが
ら、諸資料を活用しながらオリエ
ント文明、インダス文明、中華文
明などをもとに、古代文明の歴史
的特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文明の形成に関わる諸事情の背景
や原因、結果や影響、事象相互の
関連などに着目し、諸地域の歴史
的特質を読み解く観点について考
察し、問いを表現している。ま
た、古代文明に関わる諸事象の背
景や原因、結果や影響、事象相互
の関連などに着目し、主題を設定
し、諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き、自然環境と生
活や文化との関連性、農耕・牧畜
の意義などを多面的に考察し、表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追求しようとする態度
を養う。

・自然環境と人類の進化
・料理からみる世界のつながり

【知識・技能】
書資料を活用して人類の誕生と地球規模での
拡散・異動を基に、人類の歴史と地球環境と
の関わりを理解し、また衣食住、華族、教
育、余暇などの身の周りの諸事象をもとに、
私たちの日常生活が世界の歴史とつながって
いることを理解している。

【思考・判断・表現】
諸事象を捉えるための時間の尺度や、諸事象
の空間的広がりに着目し、主題を設定し、地
球の歴史における人類の歴史の位置と人類の
特性を考察し、表現する。さらに、諸事象の
来歴や変化に着目して、主題を設定し、身の
周りの諸事象と世界の歴史との関連性を考察
し、表現できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の歴史について、よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追求、解決しようとす
る態度を養うととともに粘り強く自らの答え
を出そうとしている。

○

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な
情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追究、解決しようとする態度を養う
とともに、多面的・多角的な考察や深い理解を
通して涵養される日本国民としての自覚、我が
国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自覚などを深め
る。

【学びに向かう力、人間性等】

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

知識・技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする
技能を身に付けている。オリエント文明、イ
ンダス文明、中華文明などを基に、古代文明
の歴史的特質を理解している。
【思考・判断・表現】
文明の形成に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連などに着目し、諸
地域の歴史的特質を読み解く観点について考
察し、問を表現している。古代文明に関わる
諸事象の背景や原因、結果や影響、事象相互
の関連などに着目し、主題を設定し、諸資料
を比較したり関連付けたりして読み解き、自
然環境と生活や文化との関連性、農耕・牧畜
の意義などを多面的・多角的に考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の歴史や古代文明について、よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追求、解決
しようとする態度を養うととともに自らの答
えを出そうとしている。

・文明の誕生
・オリエント文明
・インダス文明
・中華文明

○ ○

地理歴史 世界史探究 3

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象について、地理的条件や日本の歴史と関連付
けながら理解するとともい、諸資料から世界の
歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身に付けるようにする。

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事
象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史に見られる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したりする力や、考
察、構想したことを効果的に説明したり、それ
らを基に議論したりする力を養う。

『高校世界史』（山川出版）

地理歴史 の目標

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念などを活用して多面的・多角的に考察
したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明し
たり、それらを基に議論したりする力を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度
を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我が国の
国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

世界史探究 の目標

１
学
期



２
学
期

○ ○ ○ 13

諸地域の歴史的特質の形成
諸地域の歴史的特質への問と古代
文明の歴史的特質
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身につけなが
ら、諸資料を活用しながらオリエ
ント文明、インダス文明、中華文
明などをもとに、古代文明の歴史
的特質を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
文明の形成に関わる諸事情の背景
や原因、結果や影響、事象相互の
関連などに着目し、諸地域の歴史
的特質を読み解く観点について考
察し、問いを表現している。ま
た、古代文明に関わる諸事象の背
景や原因、結果や影響、事象相互
の関連などに着目し、主題を設定
し、諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き、自然環境と生
活や文化との関連性、農耕・牧畜
の意義などを多面的に考察し、表
現している。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追求しようとする態度
を養う。

知識・技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする
技能を身に付けている。オリエント文明、イ
ンダス文明、中華文明などを基に、古代文明
の歴史的特質を理解している。
【思考・判断・表現】
文明の形成に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連などに着目し、諸
地域の歴史的特質を読み解く観点について考
察し、問を表現している。古代文明に関わる
諸事象の背景や原因、結果や影響、事象相互
の関連などに着目し、主題を設定し、諸資料
を比較したり関連付けたりして読み解き、自
然環境と生活や文化との関連性、農耕・牧畜
の意義などを多面的・多角的に考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
世界の歴史や古代文明について、よりよい社
会の実現を視野に課題を主体的に追求、解決
しようとする態度を養うととともに自らの答
えを出そうとしている。

・文明の誕生
・オリエント文明
・インダス文明
・中華文明

定期考査

諸地域の歴史的特質
【知識及び技能】
秦漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の
動向などを基に、東アジアと中央
ユーラシアの歴史的特質を理解す
る。仏教の成立とヒンドゥー教、
南アジアと東南アジアの諸国家な
どを基に、南アジアとの諸国家な
どを基に、南アジアと東南アジア
の歴史的特質を理解する。西アジ
アと地中海周辺国家、キリスト教
とイスラームの成立とそれらを基
盤とした国家の形成などを基に、
西アジアと地中海周辺の歴史的特
質を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
東アジアと中央ユーラシアの歴史
に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連、諸地
域相互の関わりなどに着目し、主
題を設定し、諸資料を比較したり
関連付けたりして読み解き、唐の
統治体制と社会や文化の特色、唐
と近隣諸国との関係、遊牧民の社
会の特徴と周辺諸地域との関係な
どを多面的・多角的に考察し、表
現できる。南アジアと東南アジア
の歴史に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互の関わりなどに着
目し、主題を設定し、諸資料を比
較したり関連付けたりして読み解
き、南アジアと東南アジアにおけ
る宗教や文化の特色、東南アジア
と周辺諸地域との関係などを多面
的・多角的に考察し、表現でき
る。西アジアと地中海周辺の歴史
に関わる諸事象の背景や原因、結
果や影響、事象相互の関連、諸地
域相互の関わりなどに着目し、主
題を設定し、諸資料を比較したり
関連付けたりして読み解き、西ア
ジアと地中海周辺の諸国家の社会
や文化の特色、キリスト教やイス
ラームを基盤とした国家の特徴な
どを多面的・多角的に考察し、表
現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
よりよい社会の実現を視野に課題
を主体的に追求しようとする態度
を養う。

・東アジア世界の形成
・南アジア、東南アジア世界の形
成
・西アジア、地中海世界の形成

【知識・技能】
秦漢と遊牧国家、唐と近隣諸国の動向などを
基に、東アジアと中央ユーラシアの歴史的特
質を理解している。仏教の成立とヒンドゥー
教、南アジアと東南アジアの諸国家などを基
に、南アジアとの諸国家などを基に、南アジ
アと東南アジアの歴史的特質を理解してい
る。西アジアと地中海周辺国家、キリスト教
とイスラームの成立とそれらを基盤とした国
家の形成などを基に、西アジアと地中海周辺
の歴史的特質を理解している。
【思考・判断・表現】
東アジアと中央ユーラシアの歴史に関わる諸
事象の背景や原因、結果や影響、事象相互の
関連、諸地域相互の関わりなどに着目し、主
題を設定し、諸資料を比較したり関連付けた
りして読み解き、唐の統治体制と社会や文化
の特色、唐と近隣諸国との関係、遊牧民の社
会の特徴と周辺諸地域との関係などを多面
的・多角的に考察し、表現している。南アジ
アと東南アジアの歴史に関わる諸事象の背景
や原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地
域相互の関わりなどに着目し、主題を設定
し、諸資料を比較したり関連付けたりして読
み解き、南アジアと東南アジアにおける宗教
や文化の特色、東南アジアと周辺諸地域との
関係などを多面的・多角的に考察し、表現し
ている。西アジアと地中海周辺の歴史に関わ
る諸事象の背景や原因、結果や影響、事象相
互の関連、諸地域相互の関わりなどに着目
し、主題を設定し、諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き、西アジアと地中海周
辺の諸国家の社会や文化の特色、キリスト教
やイスラームを基盤とした国家の特徴などを
多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
諸地域の特質の形成について、よりよい社会
の実現を視野に課題を主体的に追求、解決し
ようとする態度を養うととともに自らの答え
を出そうとしている。

○

定期考査
〇

○ ○ 14

〇 1

〇 〇 1

１
学
期

諸地域の交流・再編
諸地域の交流・再編への問いと結
びつくユーラシアと諸地域
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身につけなが
ら、諸資料を活用して西アジア社
会の動向とアフリカ・アジアへの
イスラームの伝播、ヨーロッパ封
建社会とその展開、宋の社会とモ
ンゴル帝国の拡大などを基に、海
域と内陸にわたる地域の交流の広
がりを構造的に理解する。また、
アジア海域での交易の興隆、明と
日本・朝鮮の動向、スペインとポ
ルトガルの活動などを基に、諸地
域の交易の進展とヨーロッパの進
出を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の交流・再編に関わる諸事
情の背景や原因、結果や影響、事
象相互のつながりなどに着目し、
諸地域の交流・再編を読み解く観
点について考察し、問いを表現で
きる。また、諸地域の交流の広が
りに関わる諸事象の背景や原因、
結果や影響、事象相互の関連、諸
地域相互の関わりなどに着目し、
主題を設定し、諸資料を比較した
り関連付けたりして読み解き、諸
地域へのイスラームの拡大の要
因、ヨーロッパの社会や文化の特
色、中国社会の特徴やモンゴル帝
国が果たした役割などを多面的・
多角的に考察し、表現できる。加
えて諸地域の交易とヨーロッパの
進出に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互の関わりなどに着
目し、主題を設定し、諸資料を比
較したり関連付けたりして読み解
き、アジア海域での交易の特徴、
ユーラシアとアメリカ大陸間の交
易の特徴アメリカ大陸の変容など
を多面的・多角的に考察し、表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
諸地域の交流。再編関わる諸事象
について、よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追求、解決
しようとする態度を養うとととも
に、多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民
としての自覚、我が国の歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自
覚などを深める。

・イスラーム世界の拡大
・ヨ＾ロッパ封建社会
・東アジア世界の変容とユーラシ
ア世界
・大航海時代と世界システムの出
現

【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする
技能を身につけて、諸資料を活用して西アジ
ア社会の動向とアフリカ・アジアへのイス
ラームの伝播、ヨーロッパ封建社会とその展
開、宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基
に、海域と内陸にわたる地域の交流の広がり
を構造的に理解している。また、アジア海域
での交易の興隆、明と日本・朝鮮の動向、ス
ペインとポルトガルの活動などを基に、諸地
域の交易の進展とヨーロッパの進出を構造的
に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の交流・再編に関わる諸事情の背景や
原因、結果や影響、事象相互のつながりなど
に着目し、諸地域の交流・再編を読み解く観
点について考察し、問いを表現している。ま
た、諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の
背景や原因、結果や影響、事象相互の関連、
諸地域相互の関わりなどに着目し、主題を設
定し、諸資料を比較したり関連付けたりして
読み解き、諸地域へのイスラームの拡大の要
因、ヨーロッパの社会や文化の特色、中国社
会の特徴やモンゴル帝国が果たした役割など
を多面的・多角的に考察し、表現している。
加えて諸地域の交易とヨーロッパの進出に関
わる諸事象の背景や原因、結果や影響、事象
相互の関連、諸地域相互の関わりなどに着目
し、主題を設定し、諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き、アジア海域での交易
の特徴、ユーラシアとアメリカ大陸間の交易
の特徴アメリカ大陸の変容などを多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
諸地域の交流。再編関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
追求、解決しようとする態度を養うとととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通し
て涵養される日本国民としての自覚、我が国
の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自覚などを深
めている。

〇 〇 〇 14



２
学
期

○ ○

諸地域の結合・変容
諸地域の結合・変容への問と世界
市場の形成と諸地域の結合
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身につけなが
ら、産業革命と環大西洋革命、自
由主義とナショナリズム、南北戦
争の展開などをもとに、国民国家
と近代民主主義社会の形成を構造
的に理解する。更に国際的な分業
体制と労働力の移動、イギリスを
中心とした自由貿易体制、アジア
諸国の植民地化と諸改革などを基
に、世界市場の形成とアジア諸国
の変容を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の結合・変容に関わる諸事
情の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連、諸地域相互のつな
がりなどに着目し、諸地域の結
合・変容を読み解く観点について
考察し、問いを表現する。また、
大西洋両岸諸地域の動向に関わる
諸事象の背景や原因、結果や影
響、事象相互の関連・諸地域相互
のつながりなどに着目し、主題を
設定し、諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き、産業革命
や環大西洋革命の意味や意義、自
由主義とナショナリズムの特徴、
南北アメリカ大陸の変容などを多
面的・多角的に考察し、表現す
る。世界市場の形成の形成とアジ
ア諸國の動向に関わる諸事象の関
連・諸地域相互のつながりなどに
着目し、主題を設定し、諸資料を
比較したり関連付けたりして読み
解き、労働力の移動を促す要因、
イギリスの覇権の特徴、アジア諸
国の変容の地域的な特徴などを多
面的・多角的に考察し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
世界市場の形成と諸地域の結合に
に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体
的に追求、解決しようとする態度
を養う。

・大産業革命と環大西洋革命
・自由主義と国民国家の形成
・世界経済システムの形成
・アジア諸国の変容

【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする
技能を身につけながら、産業革命と環大西洋
革命、自由主義とナショナリズム、南北戦争
の展開などをもとに、国民国家と近代民主主
義社会の形成を構造的に理解している。更に
国際的な分業体制と労働力の移動、イギリス
を中心とした自由貿易体制、アジア諸国の植
民地化と諸改革などを基に、世界市場の形成
とアジア諸国の変容を構造的に理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の結合・変容に関わる諸事情の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地域
相互のつながりなどに着目し、諸地域の結
合・変容を読み解く観点について考察し、問
いを表現している。また、大西洋両岸諸地域
の動向に関わる諸事象の背景や原因、結果や
影響、事象相互の関連・諸地域相互のつなが
りなどに着目し、主題を設定し、諸資料を比
較したり関連付けたりして読み解き、産業革
命や環大西洋革命の意味や意義、自由主義と
ナショナリズムの特徴、南北アメリカ大陸の
変容などを多面的・多角的に考察し、表現し
ている。世界市場の形成の形成とアジア諸國
の動向に関わる諸事象の関連・諸地域相互の
つながりなどに着目し、主題を設定し、諸資
料を比較したり関連付けたりして読み解き、
労働力の移動を促す要因、イギリスの覇権の
特徴、アジア諸国の変容の地域的な特徴など
を多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
諸地域の結合・変容への問と世界市場の形成
と諸地域の結合について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追求、解決しよう
とする態度を養うととともに自らの答えを出
そうとしている。

定期考査

○
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諸地域の交流・再編
諸地域の交流・再編への問いと結
びつくユーラシアと諸地域
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身につけなが
ら、諸資料を活用して西アジア社
会の動向とアフリカ・アジアへの
イスラームの伝播、ヨーロッパ封
建社会とその展開、宋の社会とモ
ンゴル帝国の拡大などを基に、海
域と内陸にわたる地域の交流の広
がりを構造的に理解する。また、
アジア海域での交易の興隆、明と
日本・朝鮮の動向、スペインとポ
ルトガルの活動などを基に、諸地
域の交易の進展とヨーロッパの進
出を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の交流・再編に関わる諸事
情の背景や原因、結果や影響、事
象相互のつながりなどに着目し、
諸地域の交流・再編を読み解く観
点について考察し、問いを表現で
きる。また、諸地域の交流の広が
りに関わる諸事象の背景や原因、
結果や影響、事象相互の関連、諸
地域相互の関わりなどに着目し、
主題を設定し、諸資料を比較した
り関連付けたりして読み解き、諸
地域へのイスラームの拡大の要
因、ヨーロッパの社会や文化の特
色、中国社会の特徴やモンゴル帝
国が果たした役割などを多面的・
多角的に考察し、表現できる。加
えて諸地域の交易とヨーロッパの
進出に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互の関わりなどに着
目し、主題を設定し、諸資料を比
較したり関連付けたりして読み解
き、アジア海域での交易の特徴、
ユーラシアとアメリカ大陸間の交
易の特徴アメリカ大陸の変容など
を多面的・多角的に考察し、表現
できる。
【学びに向かう力、人間性等】
諸地域の交流。再編関わる諸事象
について、よりよい社会の実現を
視野に課題を主体的に追求、解決
しようとする態度を養うとととも
に、多面的・多角的な考察や深い
理解を通して涵養される日本国民
としての自覚、我が国の歴史に対
する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自
覚などを深める。

・イスラーム世界の拡大
・ヨ＾ロッパ封建社会
・東アジア世界の変容とユーラシ
ア世界
・大航海時代と世界システムの出
現

【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする
技能を身につけて、諸資料を活用して西アジ
ア社会の動向とアフリカ・アジアへのイス
ラームの伝播、ヨーロッパ封建社会とその展
開、宋の社会とモンゴル帝国の拡大などを基
に、海域と内陸にわたる地域の交流の広がり
を構造的に理解している。また、アジア海域
での交易の興隆、明と日本・朝鮮の動向、ス
ペインとポルトガルの活動などを基に、諸地
域の交易の進展とヨーロッパの進出を構造的
に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の交流・再編に関わる諸事情の背景や
原因、結果や影響、事象相互のつながりなど
に着目し、諸地域の交流・再編を読み解く観
点について考察し、問いを表現している。ま
た、諸地域の交流の広がりに関わる諸事象の
背景や原因、結果や影響、事象相互の関連、
諸地域相互の関わりなどに着目し、主題を設
定し、諸資料を比較したり関連付けたりして
読み解き、諸地域へのイスラームの拡大の要
因、ヨーロッパの社会や文化の特色、中国社
会の特徴やモンゴル帝国が果たした役割など
を多面的・多角的に考察し、表現している。
加えて諸地域の交易とヨーロッパの進出に関
わる諸事象の背景や原因、結果や影響、事象
相互の関連、諸地域相互の関わりなどに着目
し、主題を設定し、諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き、アジア海域での交易
の特徴、ユーラシアとアメリカ大陸間の交易
の特徴アメリカ大陸の変容などを多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
諸地域の交流。再編関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
追求、解決しようとする態度を養うとととも
に、多面的・多角的な考察や深い理解を通し
て涵養される日本国民としての自覚、我が国
の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊
重することの大切さについての自覚などを深
めている。
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アジアの諸地域とヨーロッパの再
編
【知識及び技能】
西アジアや南アジアの諸帝国、清
と日本・朝鮮などの動向を基に、
アジア諸地域の特質を構造的に理
解する。更に宗教改革とヨーロッ
パ諸国の抗争、大西洋三角貿易の
展開、科学革命と啓蒙思想などを
基に主権国家体制の形成と地球規
模での交易の拡大を構造的に理解
する。
【思考力、判断力、表現力等】
アジア諸地域の動向に関わる諸事
象の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連・諸地域相互のつな
がりなどに着目し、主題を設定
し、諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き、諸帝国の統治
の特徴、アジア諸地域の経済と社
会や文化の特色、日本の対外関係
の特徴などを多面的・多角的に考
察し、表現できる。加えてヨー
ロッパ諸地域の動向に関わる諸事
象の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連、諸地域相互のつな
がりなどに着目し、主題を設定
し、諸資料を比較したり関連付け
たりして読み解き、宗教改革の意
義、大西洋両岸諸地域の経済的関
連のの特徴、主権国家の特徴と経
済活動との関連、ヨーロッパの社
会や文化の特色などを、多面的・
多角的に考察し、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
世界市場の形成と諸地域の結合に
関わる諸事象について、よりよい
社会の実現を視野に課題を主体的
に追求、解決しようとする態度を
養う。

・アジア諸帝国の動向
・ルネサンスと宗教改革
・主権国家体制の成立

【知識及び技能】
西アジアや南アジアの諸帝国、清と日本・朝
鮮などの動向を基に、アジア諸地域の特質を
構造的に理解する。更に宗教改革とヨーロッ
パ諸国の抗争、大西洋三角貿易の展開、科学
革命と啓蒙思想などを基に主権国家体制の形
成と地球規模での交易の拡大を構造的に理解
する。

【思考力、判断力、表現力等】
アジア諸地域の動向に関わる諸事象の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地域
相互のつながりなどに着目し、主題を設定
し、諸資料を比較したり関連付けたりして読
み解き、諸帝国の統治の特徴、アジア諸地域
の経済と社会や文化の特色、日本の対外関係
の特徴などを多面的・多角的に考察し、表現
できる。加えてヨーロッパ諸地域の動向に関
わる諸事象の背景や原因、結果や影響、事象
相互の関連、諸地域相互のつながりなどに着
目し、主題を設定し、諸資料を比較したり関
連付けたりして読み解き、宗教改革の意義、
大西洋両岸諸地域の経済的関連のの特徴、主
権国家の特徴と経済活動との関連、ヨーロッ
パの社会や文化の特色などを、多面的・多角
的に考察し、表現できる。

【主体的に学習に取り組む態度】
アジアの諸地域とヨロッパの再編について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に
追求、解決しようとする態度を養うとととも
に自らの答えを出そうとしている。
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・帝国主義とアジアの民族運動
・第一次世界大戦と社会の変容

【知識及び技能】
第二次産業革命と帝国主義諸国の抗争、アジ
ア諸国の変革などを基に、世界分割の進展と
ナショナリズムの高まりを構造的に理解して
いる。更に第一次世界大戦とロシア革命、
ヴェルサイユ・ワシントン体制の形成、アメ
リカ合衆国の台頭、アジア・アフリカの動向
とナショナリズムなどを基に、第一次世界大
戦の展開と諸地域の変容を構造的に理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に
関わる諸事情の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連、諸地域相互のつながりなどに
着目し、諸地域の結合・変容を読み解く、世
界経済の構造的な変化、列強の帝国主義政策
の共通点と相違点、アジア諸国のナショナリ
ズムの特徴などを多面的・多角的に考察し、
表現している。また、第一次世界大戦と大戦
後の諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関連・諸地域相
互のつながりなどに着目し、主題を設定し、
諸資料を比較したり関連付けたりして読み解
き、第一次世界大戦後の国際協調主義の性
格、アメリカ合衆国の台頭の要因、アジア・
アフリカのナショナリズムの性格などを多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義とナショナリズムの高揚にに関わる
諸事象について、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追求、解決しようとする態
度を養うととともに自らの答えを出そうとし
ている。

２
学
期

○ ○

諸地域の結合・変容
諸地域の結合・変容への問と世界
市場の形成と諸地域の結合
【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまと
めたりする技能を身につけなが
ら、産業革命と環大西洋革命、自
由主義とナショナリズム、南北戦
争の展開などをもとに、国民国家
と近代民主主義社会の形成を構造
的に理解する。更に国際的な分業
体制と労働力の移動、イギリスを
中心とした自由貿易体制、アジア
諸国の植民地化と諸改革などを基
に、世界市場の形成とアジア諸国
の変容を構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の結合・変容に関わる諸事
情の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連、諸地域相互のつな
がりなどに着目し、諸地域の結
合・変容を読み解く観点について
考察し、問いを表現する。また、
大西洋両岸諸地域の動向に関わる
諸事象の背景や原因、結果や影
響、事象相互の関連・諸地域相互
のつながりなどに着目し、主題を
設定し、諸資料を比較したり関連
付けたりして読み解き、産業革命
や環大西洋革命の意味や意義、自
由主義とナショナリズムの特徴、
南北アメリカ大陸の変容などを多
面的・多角的に考察し、表現す
る。世界市場の形成の形成とアジ
ア諸國の動向に関わる諸事象の関
連・諸地域相互のつながりなどに
着目し、主題を設定し、諸資料を
比較したり関連付けたりして読み
解き、労働力の移動を促す要因、
イギリスの覇権の特徴、アジア諸
国の変容の地域的な特徴などを多
面的・多角的に考察し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
世界市場の形成と諸地域の結合に
に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体
的に追求、解決しようとする態度
を養う。

・大産業革命と環大西洋革命
・自由主義と国民国家の形成
・世界経済システムの形成
・アジア諸国の変容

【知識及び技能】
資料から情報を読み取ったりまとめたりする
技能を身につけながら、産業革命と環大西洋
革命、自由主義とナショナリズム、南北戦争
の展開などをもとに、国民国家と近代民主主
義社会の形成を構造的に理解している。更に
国際的な分業体制と労働力の移動、イギリス
を中心とした自由貿易体制、アジア諸国の植
民地化と諸改革などを基に、世界市場の形成
とアジア諸国の変容を構造的に理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
諸地域の結合・変容に関わる諸事情の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関連、諸地域
相互のつながりなどに着目し、諸地域の結
合・変容を読み解く観点について考察し、問
いを表現している。また、大西洋両岸諸地域
の動向に関わる諸事象の背景や原因、結果や
影響、事象相互の関連・諸地域相互のつなが
りなどに着目し、主題を設定し、諸資料を比
較したり関連付けたりして読み解き、産業革
命や環大西洋革命の意味や意義、自由主義と
ナショナリズムの特徴、南北アメリカ大陸の
変容などを多面的・多角的に考察し、表現し
ている。世界市場の形成の形成とアジア諸國
の動向に関わる諸事象の関連・諸地域相互の
つながりなどに着目し、主題を設定し、諸資
料を比較したり関連付けたりして読み解き、
労働力の移動を促す要因、イギリスの覇権の
特徴、アジア諸国の変容の地域的な特徴など
を多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
諸地域の結合・変容への問と世界市場の形成
と諸地域の結合について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追求、解決しよう
とする態度を養うととともに自らの答えを出
そうとしている。

帝国主義とナショナリズムの高揚
【知識及び技能】
第二次産業革命と帝国主義諸国の
抗争、アジア諸国の変革などを基
に、世界分割の進展とナショナリ
ズムの高まりを構造的に理解す
る。更に第一次世界大戦とロシア
革命、ヴェルサイユ・ワシントン
体制の形成、アメリカ合衆国の台
頭、アジア・アフリカの動向とナ
ショナリズムなどを基に、第一次
世界大戦の展開と諸地域の変容を
構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
列強の対外進出とアジア・アフリ
カの動向に関わる諸事情の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互のつながりなどに
着目し、諸地域の結合・変容を読
み解く、世界経済の構造的な変
化、列強の帝国主義政策の共通点
と相違点、アジア諸国のナショナ
リズムの特徴などを多面的・多角
的に考察し、表現する。また、第
一次世界大戦と大戦後の諸地域の
動向に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関
連・諸地域相互のつながりなどに
着目し、主題を設定し、諸資料を
比較したり関連付けたりして読み
解き、第一次世界大戦後の国際協
調主義の性格、アメリカ合衆国の
台頭の要因、アジア・アフリカの
ナショナリズムの性格などを多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義とナショナリズムの高揚
に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体
的に追求、解決しようとする態度
を養う。
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・帝国主義とアジアの民族運動
・第一次世界大戦と社会の変容

【知識及び技能】
第二次産業革命と帝国主義諸国の抗争、アジ
ア諸国の変革などを基に、世界分割の進展と
ナショナリズムの高まりを構造的に理解して
いる。更に第一次世界大戦とロシア革命、
ヴェルサイユ・ワシントン体制の形成、アメ
リカ合衆国の台頭、アジア・アフリカの動向
とナショナリズムなどを基に、第一次世界大
戦の展開と諸地域の変容を構造的に理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
列強の対外進出とアジア・アフリカの動向に
関わる諸事情の背景や原因、結果や影響、事
象相互の関連、諸地域相互のつながりなどに
着目し、諸地域の結合・変容を読み解く、世
界経済の構造的な変化、列強の帝国主義政策
の共通点と相違点、アジア諸国のナショナリ
ズムの特徴などを多面的・多角的に考察し、
表現している。また、第一次世界大戦と大戦
後の諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関連・諸地域相
互のつながりなどに着目し、主題を設定し、
諸資料を比較したり関連付けたりして読み解
き、第一次世界大戦後の国際協調主義の性
格、アメリカ合衆国の台頭の要因、アジア・
アフリカのナショナリズムの性格などを多面
的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義とナショナリズムの高揚にに関わる
諸事象について、よりよい社会の実現を視野
に課題を主体的に追求、解決しようとする態
度を養うととともに自らの答えを出そうとし
ている。

○

○ ○ ○ 13
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○ ○ ○ 5

第二次世界大戦と諸地域の変容
【知識及び技能】
世界恐慌とファシズムの動向、
ヴェルサイユ・ワシントン体制の
同様などを基に、国際関係の緊張
と対立を構造的に理解する。更に
第二次世界大戦の展開と大戦後の
国際秩序、冷戦とアジア諸国の独
立の始まりを基に第二次世界大戦
の展開と諸地域のの変容を構造的
に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
世界恐慌と国際協調体制の動揺に
関わる諸事象の背景や原因、結果
や影響、事象相互の関連、諸地域
相互のつながりなどに着目し、主
題を設定し、諸資料を比較したり
関連付けたりして読み解き、世界
恐慌に対する諸国家の対応策の共
通点と相違点、ファシズムの特
徴、第二次世界大戦に向かう国際
関係の変化の要因などを多面的・
多角的に考察し、表現する。ま
た、第二次世界大戦と大戦後の諸
地域の動向に関わる諸事象の背景
や原因、結果や影響、事象相互の
関連・諸地域相互のつながりなど
に着目し、主題を設定し、諸資料
を比較したり関連付けたりして読
み解き、第二次世界大戦中の連合
国による戦後構想と大戦後の国際
秩序との関連、アジア諸国の独立
の地域的な特徴などを多面的・多
角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦と諸地域の変容に
関わる諸事象について、よりよい

・第二次世界大戦と新しい国際秩
序の形成

【知識及び技能】
世界恐慌とファシズムの動向、ヴェルサイ
ユ・ワシントン体制の動揺などを基に、国際
関係の緊張と対立を構造的に理解している。
更に第二次世界大戦の展開と大戦後の国際秩
序、冷戦とアジア諸国の独立の始まりを基に
第二次世界大戦の展開と諸地域のの変容を構
造的に理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
世界恐慌と国際協調体制の動揺に関わる諸事
象の背景や原因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互のつながりなどに着目し、主
題を設定し、諸資料を比較したり関連付けた
りして読み解くき、世界恐慌に対する諸国家
の対応策の共通点と相違点、ファシズムの特
徴、第二次世界大戦に向かう国際関係の変化
の要因などを多面的・多角的に考察し、表現
している。また、第二次世界大戦と大戦後の
諸地域の動向に関わる諸事象の背景や原因、
結果や影響、事象相互の関連・諸地域相互の
つながりなどに着目し、主題を設定し、諸資
料を比較したり関連付けたりして読み解き、
第二次世界大戦中の連合国による戦後構想と
大戦後の国際秩序との関連、アジア諸国の独
立の地域的な特徴などを多面的・多角的に考
察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第二次世界大戦と諸地域の変容に関わる諸事
象について、よりよい社会の実現を視野に課
題を主体的に追求、解決しようとする態度を
養うとともに自らの答えを出そうとしてい
る。

定期考査

地球世界の課題
【知識及び技能】
諸資料を活用して、紛争解決や共
生、経済の格差の是正や経済発
展、科学技術の発展や文化の変容
などの今日の地球世界の諸課題を
基に、歴史的経緯を踏まえて地球
世界の課題を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
今日の地球世界の課題である紛争
解決や共生、経済の格差の是正や
経済発展、科学技術の発展や文化
の変容などに関わる諸事象の背景
や原因、結果や影響、事象相互の
関連、諸地域相互のつながりなど
に着目し、主題を設定し、諸資料
を比較したり関連付けたりして読
み解き、地球世界の課題の形成に
かかわる世界の歴史について多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
第二次世界大戦と諸地域の変容に
関わる諸事象について、よりよい
社会の実現を視野に課題を主体的
に追求、解決しようとする態度を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
今日の地球世界の課題に関わる諸
事象について、よりよい社会の実
現を視野に課題を主体的に追求、
解決しようとする態度を養う。

・冷戦と第三世界の台頭
・冷戦の終結と今日の世界

【知識及び技能】
諸資料を活用して、紛争解決や共生、経済の
格差の是正や経済発展、科学技術の発展や文
化の変容などの今日の地球世界の諸課題を基
に、歴史的経緯を踏まえて地球世界の課題を
理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
今日の地球世界の課題である紛争解決や共
生、経済の格差の是正や経済発展、科学技術
の発展や文化の変容などに関わる諸事象の背
景や原因、結果や影響、事象相互の関連、諸
地域相互のつながりなどに着目し、主題を設
定し、諸資料を比較したり関連付けたりして
読み解き、地球世界の課題の形成にかかわる
世界の歴史について多面的・多角的に考察
し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球世界の課題に関わる諸事象について、よ
りよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
求、解決しようとする態度を養うとともに自
らの答えを出そうとしている。

定期考査
○ ○ 1

帝国主義とナショナリズムの高揚
【知識及び技能】
第二次産業革命と帝国主義諸国の
抗争、アジア諸国の変革などを基
に、世界分割の進展とナショナリ
ズムの高まりを構造的に理解す
る。更に第一次世界大戦とロシア
革命、ヴェルサイユ・ワシントン
体制の形成、アメリカ合衆国の台
頭、アジア・アフリカの動向とナ
ショナリズムなどを基に、第一次
世界大戦の展開と諸地域の変容を
構造的に理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
列強の対外進出とアジア・アフリ
カの動向に関わる諸事情の背景や
原因、結果や影響、事象相互の関
連、諸地域相互のつながりなどに
着目し、諸地域の結合・変容を読
み解く、世界経済の構造的な変
化、列強の帝国主義政策の共通点
と相違点、アジア諸国のナショナ
リズムの特徴などを多面的・多角
的に考察し、表現する。また、第
一次世界大戦と大戦後の諸地域の
動向に関わる諸事象の背景や原
因、結果や影響、事象相互の関
連・諸地域相互のつながりなどに
着目し、主題を設定し、諸資料を
比較したり関連付けたりして読み
解き、第一次世界大戦後の国際協
調主義の性格、アメリカ合衆国の
台頭の要因、アジア・アフリカの
ナショナリズムの性格などを多面
的・多角的に考察し、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義とナショナリズムの高揚
に関わる諸事象について、よりよ
い社会の実現を視野に課題を主体
的に追求、解決しようとする態度
を養う。

○

○ ○ 14○
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年間授業計画　新様式例

高等学校 令和8年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

１
学
期

○

A 体つくり運動
【知識及び技能】体を動かす楽しさや心
地よさを味わい，運動を継続する意義，
体の構造，運動の原則などを理解すると
ともに，健康の保持増進や体力の向上を
目指し，目的に適した運動の計画を立て
取り組むこと
【思考力、判断力、表現力等】自己や仲
間の課題を発見し，合理的な解決に向け
て運動の取り組み方を工夫するととも
に，自己や仲間の考えたことを他者に伝
えること。
【学びに向かう力、人間性等】体つくり
運動に自主的に取り組むとともに，互い
に助け合い教え合おうとすること，一人
一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること，話合いに貢献しようと
することなどや，健康・安全を確保する
こと。

・指導事項
　体力トレーニング
　サーキットトレーニング
　持久力トレーニング　等

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】緊張したり緊張を解いて脱力したり
する運動を行うことを通して，気付いたり関わり
合ったりすること。いろいろな条件で，歩いたり
走ったり飛び跳ねたりする運動を行うことを通し
て，気付いたり関わり合ったりすること。
【思考・判断・表現】ねらいや体力の程度を踏ま
え，自己や仲間の課題に応じた強度，時間，回数，
頻度を設定すること。体力の程度や性別等の違いに
配慮して，仲間とともに体つくり運動を楽しむため
の活動の方法や修正の仕方を見付けること
【主体的に学習に取り組む態度】体つくり運動の学
習に自主的に取り組もうとすること。仲間に課題を
伝え合うなど，互いに助け合い教え合おうとするこ
と。

○

D 球技
【知識及び技能】勝敗を競ったりチーム
や自己の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、体力の高め方、課
題解決の方法などを理解するとともに、
作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理 的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに，自己やチームの考えた ことを
他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】球技に主
体的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること， 合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にし ようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保 する
こと

・指導事項
　バドミントン、バスケットボール、
　バレーボール、卓球、
　アルティメット、サッカー、
　ソフトボール、テニス

　グループごとにおける授業計画
　活動内容、指導方法の助言
　安全確保の視点
　グループにおける反省、改善における
フィードバック

【知識・技能】球技の型や種目によって必要な体力
要素があり，その型や種目の技能に関連させ ながら
体力を高めることができること。課題解決の方法に
は，チームや自己に応じた目標の設定，目標を達成
するための 課題の設定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを通した学 習成果の確
認，新たな目標の設定といった過程があること。
【思考・判断・表現】選択した運動について，チー
ムや自己の動きを分析して，良い点や修正点を指摘
すること。課題解決の過程を踏まえて，チームや自
己の新たな課題を発見すること。 チームや自己の課
題を解決するための練習の計画を立てること。練習
やゲームの場面で，チームや自己の危険を回避する
ための活動の仕方を提案 すること
【主体的に学習に取り組む態度】球技の学習に主体
的に取り組もうとすること。フェアなプレイを大切
にしようとすること。作戦などを話し合う場面で，
合意形成に貢献しようとすること。 一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとすること。仲
間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高め合お
うとすること。

○ ○

E 陸上競技
【知識及び技能】走運動（短距離走）と
しての特性を理解する。自己の体力を知
り、走力の向上につながる技能を身に付
けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】課題解決
の方法を理解し，運動を継続するための
取り組みを工夫できるようになる。
【学びに向かう力、人間性等】健康・安
全に留意して、自己の記録を伸ばせるよ
うに努力できる。

○

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて、課題に応じた運動の組み合わせ方を工夫しているとと
もに、それらを他者に伝えている。また、個人及び社会生活における健康に関する課題を発見し、その解決を目指し
て総合的に思考し判断しているとともに、それらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよう、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組もうとしてい
る。また、健康を大切にし、自他の健康の保持増進や回復及び健康な社会づくりについての学習に主体的に取り組も
うとしている。

体育

態
配当
時数

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

指導項目・内容 評価規準 知 思

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や
生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論につ
いて理解しているとともに、目的に応じた技能を身に
付けている。

自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて、課題に応じた運動の組み合わせ方を工夫
しているとともに、それらを他者に伝えている。

運動の楽しさや喜びを深く味わうことができるよ
う、運動の合理的、計画的な実践に主体的に取り組
もうとしている。

千歳丘

運動の合理的、計画的な実践に関する具体的な事項や生涯にわたって運動を豊かに継続するための理論について理解
しているとともに、目的に応じた技能を身に付けている。また、個人及び社会生活における健康・安全について総合
的に理解しているとともに、技能を身に付けている。

体育
保健体育 体育 2

大修館書店「現代高等保健体育」

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】

保健体育

単元の具体的な指導目標

4

8

・指導事項
　短距離走

・学習カード等の活用による活動の
フィードバック

【知識・技能】走・跳躍運動の技能を理解し、身に
つけているか。記録を測定し評価する。
【思考・判断・表現】個人の能力に応じた運動課題
を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考判断
しているか。
【学びに向かう力、人間性等】公正・協力、自己の
責任を果たし参画できているか。健康安全を確保し
て運動しているか。

○ ○

○

○
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8

D 球技
【知識及び技能】勝敗を競ったりチーム
や自己の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、体力の高め方、課
題解決の方法などを理解するとともに、
作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理 的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに，自己やチームの考えた ことを
他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】球技に主
体的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること， 合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にし ようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保 する
こと

・指導事項
　バドミントン、バスケットボール、
　バレーボール、卓球、
　アルティメット、サッカー、
　ソフトボール、テニス

　グループごとにおける授業計画
　活動内容、指導方法の助言
　安全確保の視点
　グループにおける反省、改善における
フィードバック

【知識・技能】球技の型や種目によって必要な体力
要素があり，その型や種目の技能に関連させ ながら
体力を高めることができること。課題解決の方法に
は，チームや自己に応じた目標の設定，目標を達成
するための 課題の設定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを通した学 習成果の確
認，新たな目標の設定といった過程があること。
【思考・判断・表現】選択した運動について，チー
ムや自己の動きを分析して，良い点や修正点を指摘
すること。課題解決の過程を踏まえて，チームや自
己の新たな課題を発見すること。 チームや自己の課
題を解決するための練習の計画を立てること。練習
やゲームの場面で，チームや自己の危険を回避する
ための活動の仕方を提案 すること
【主体的に学習に取り組む態度】球技の学習に主体
的に取り組もうとすること。フェアなプレイを大切
にしようとすること。作戦などを話し合う場面で，
合意形成に貢献しようとすること。 一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとすること。仲
間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高め合お
うとすること。

○

○ 17

D 球技
【知識及び技能】勝敗を競ったりチーム
や自己の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、体力の高め方、課
題解決の方法などを理解するとともに、
作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理 的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに，自己やチームの考えた ことを
他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】球技に主
体的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること， 合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にし ようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保 する
こと

・指導事項
　バドミントン、バスケットボール、
　バレーボール、卓球、
　アルティメット、サッカー、
　ソフトボール、テニス

　グループごとにおける授業計画
　活動内容、指導方法の助言
　安全確保の視点
　グループにおける反省、改善における
フィードバック

【知識・技能】球技の型や種目によって必要な体力
要素があり，その型や種目の技能に関連させ ながら
体力を高めることができること。課題解決の方法に
は，チームや自己に応じた目標の設定，目標を達成
するための 課題の設定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを通した学 習成果の確
認，新たな目標の設定といった過程があること。
【思考・判断・表現】選択した運動について，チー
ムや自己の動きを分析して，良い点や修正点を指摘
すること。課題解決の過程を踏まえて，チームや自
己の新たな課題を発見すること。 チームや自己の課
題を解決するための練習の計画を立てること。練習
やゲームの場面で，チームや自己の危険を回避する
ための活動の仕方を提案 すること
【主体的に学習に取り組む態度】球技の学習に主体
的に取り組もうとすること。フェアなプレイを大切
にしようとすること。作戦などを話し合う場面で，
合意形成に貢献しようとすること。 一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとすること。仲
間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高め合お
うとすること。

○ ○

○
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【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
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こと

・指導事項
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体力を高めることができること。課題解決の方法に
は，チームや自己に応じた目標の設定，目標を達成
するための 課題の設定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを通した学 習成果の確
認，新たな目標の設定といった過程があること。
【思考・判断・表現】選択した運動について，チー
ムや自己の動きを分析して，良い点や修正点を指摘
すること。課題解決の過程を踏まえて，チームや自
己の新たな課題を発見すること。 チームや自己の課
題を解決するための練習の計画を立てること。練習
やゲームの場面で，チームや自己の危険を回避する
ための活動の仕方を提案 すること
【主体的に学習に取り組む態度】球技の学習に主体
的に取り組もうとすること。フェアなプレイを大切
にしようとすること。作戦などを話し合う場面で，
合意形成に貢献しようとすること。 一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとすること。仲
間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高め合お
うとすること。

○ ○ 17

D 球技
【知識及び技能】勝敗を競ったりチーム
や自己の課題を解決するなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、体力の高め方、課
題解決の方法などを理解するとともに、
作戦や状況に応じた技能で仲間と連携し
ゲームを展開すること。
【思考力、判断力、表現力等】生涯にわ
たって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し，合理 的，計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫する
とともに，自己やチームの考えた ことを
他者に伝えること
【学びに向かう力、人間性等】球技に主
体的に取り組むとともに，フェアなプレ
イを大切にしようとすること， 合意形成
に貢献しようとすること，一人一人の違
いに応じたプレイなどを大切にし ようと
すること，互いに助け合い高め合おうと
することなどや，健康・安全を確保 する
こと

・指導事項
　バドミントン、バスケットボール、
　バレーボール、卓球、
　アルティメット、サッカー、
　ソフトボール、テニス

　グループごとにおける授業計画
　活動内容、指導方法の助言
　安全確保の視点
　グループにおける反省、改善における
フィードバック

【知識・技能】球技の型や種目によって必要な体力
要素があり，その型や種目の技能に関連させ ながら
体力を高めることができること。課題解決の方法に
は，チームや自己に応じた目標の設定，目標を達成
するための 課題の設定，課題解決のための練習法な
どの選択と実践，ゲームなどを通した学 習成果の確
認，新たな目標の設定といった過程があること。
【思考・判断・表現】選択した運動について，チー
ムや自己の動きを分析して，良い点や修正点を指摘
すること。課題解決の過程を踏まえて，チームや自
己の新たな課題を発見すること。 チームや自己の課
題を解決するための練習の計画を立てること。練習
やゲームの場面で，チームや自己の危険を回避する
ための活動の仕方を提案 すること
【主体的に学習に取り組む態度】球技の学習に主体
的に取り組もうとすること。フェアなプレイを大切
にしようとすること。作戦などを話し合う場面で，
合意形成に貢献しようとすること。 一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしようとすること。仲
間の課題を指摘するなど，互いに助け合い高め合お
うとすること。

○ ○ ○ 8

○



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和8年度（３学年用） 教科 外国語　科目 英語コミュニケーションⅡ
教　科： 外国語 科　目： 英語コミュニケーションⅡ 単位数： 3 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

教科担当者： （１組：藤木） （２組：篠崎） （３組：藤木）

使用教科書： （ Vivid English Communication Ⅲ　第一学習社 ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

〇

1学期の復習
○

〇

Lesson13　Sazaesan and Machiko
Hasegawa
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

〇

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson12　Natto Saves People in
Need
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇 〇

期末考査

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇 〇

〇

〇

○

Lesson15　To Achieve Gender
Equality
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

中間考査

〇

Lesson14　A lover of the Slums
of Ghana
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

Lesson11 No Rain, No Rainbow
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

○ 〇 〇

〇

〇

○

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

〇

〇

6

1

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

〇

3

〇 〇

○

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞く
こと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

1

6

9

○

○

○

○

○ ○

○ ○

領域

知識及び技能を活用し、外国語でのコミュニケー
ションや課題を解決する等のために必要な思考力，
判断力，表現力等を身に付けている。

〇 〇

思

○○

○ ○

○

〇

（６組：安部） （７組：篠崎）

○

（４組：安部） （５組：安部）

外国語 の目標

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これら
を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ の目標

6

6

評価規準

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語でのコミュニケーションを取れるよう習
得すべき知識や重要な概念等を理解している。
それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活
用したりする中で，概念等として理解したり，
技能を習得したりしている。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を調整しようとし
ている。

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

配
当
時
数

態

２
学
期



○ 3

○ ○ 1

３学期の復習
○

○

9

〇

1

○ ○ 3

〇

〇 〇 〇 9

合
計

88

9

期末考査
○ ○ 1

期末考査

〇

○

Lesson18　Brighten the World in
Your Corner
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇 〇

Lesson17　Bats and Gloves
Instead of Bombs and Guns
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇

Lesson16  A World with No Fish
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇 〇

Lesson15　To Achieve Gender
Equality
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇 6

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

〇 〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇

〇

〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

〇

〇

〇〇

9〇

〇 9

Lesson20　Transforming Oyr World
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇 〇 〇 〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

〇 〇 〇

Lesson19　Food Technology
【知識及び技能】文法の用法や決ま
りを理解する
　
【思考力、判断力、表現力等】本文
の内容を理解し、そのテーマに対す
る自分の意見を表現できる

【学びに向かう力、人間性等】週末
課題や長期休みの課題を提出する。
テーマの題材を通して異文化や時事
問題を理解する。

・指導事項
　　本課のテーマを読みとらせ
る。
　　本課の文法項目を理解させ活
用できるようにする。
教材
　　教科書プリント、単語帳
　・一人一台端末を状況に応じ活
用する。

〇

３
学
期

期末考査

〇 〇 〇 〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

２
学
期

左記の具体的な指導目標の達成度を敵考
査、小テスト、提出物、授業中の活動によ
り、総合的に評価する。

2学期の復習



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 外国語　科目 論理・表現Ⅲ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：（ ）

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

○ ○ 1

〇

〇

配
当
時
数

○

○

○

○ ○

○ ○

態

【 知　識　及　び　技　能 】

評価規準

論理・表現Ⅲ の目標

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

〇

〇

○○

思

〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

〇〇 〇 5

知

【学びに向かう力、人間性等】

Lesson7Part1 Can We Go and Live
on Mars?
【知識・技能】
関係代名詞,関係副詞を使った文を
理解している。
【思考・判断・表現】
自分や相手の経験などについて意
思疎通を図ったり、相手に提案や
必要を伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
関係詞を使った英文の内容を理解
し、適切な思考・判断をもってそ
れに応答する。

・指導事項：
関係詞
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

中間考査

・指導事項：
分詞構文の表現
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○ 〇 〇

知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り
強い取組の中で，自らの学習を調整しようとし
ている。

5

5

外国語 論理・表現Ⅲ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

Lesson5 Will Our Lives Change
with AI?
【知識・技能】
日常的な日本語に言い回しについ
ての英語での表現を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
身近な話題に関して、実際の状況
を自らが考え、判断して正しい英
文で表現する。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主
体的，自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，
外国語で情報や考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これら
を活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，聞く
こと，読むこと，話すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおいて，目的や場面，状況な
どに応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

１
学
期

習得すべき知識や重要な概念等を理解してい
る。それらを既有の知識及び技能と関連付けた
り活用したりする中で，概念等として理解した
り，技能を習得したりしている。

知識及び技能を活用して課題を解決する等のために
必要な思考力，判断力，表現力等を身に付けてい
る。

〇

教科書『MAY WAY Logic and ExpressionⅡ 』（三省堂）

外国語 の目標

Lesson6 Part1 Experience
Madagascar's Wildlife
【知識・技能】
比較級、最上級、同等比較の文を
理解している。
【思考・判断・表現】
学校での生活について聞いたり読
んだりしたことを活用しながら，
自分の考えを聞き手にわかりやす
く伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
日本語と英語の語順の違いなどを
正しく理解しようとしている。
Lesson6Part2 Experience
Madagascar's Wildlife
【知識・技能】
倍数表現、比較の協調などの文を
理解している。
【思考・判断・表現】
身の回り（近所の人）について聞
いたり読んだりしたことを活用し

・指導事項：
比較を表す表現
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○ 〇 〇



○ ○ 1

〇 〇 〇 〇 〇 2

○ ○ 1

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

〇

〇

○

○

○○ 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○ ○

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

○ ○

２
学
期

〇

〇

〇

5

5

5

○ ○

〇

〇 〇

〇

5

5

Lesson10 Follow in Our Hero's
Footsteps
【知識・技能】
知覚動詞・比較・最上級・関係代
名詞を使った文を理解している。
【思考・判断・表現】
野外での活動・自分の好きな持ち
物・将来の仕事や家族について，
聞き手にわかりやすく伝えてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
知覚動詞・比較・最上級・関係代
名詞を使った文を用いて，いろい
ろなデータや情報を使いながら，
聞き手に積極的に伝えようとして
いる。

・指導事項：
知覚動詞・比較・最上級・関係代
名詞
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○

○

○

○

・指導事項：
関係詞
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○ 〇 〇

Lesson7Part1 Can We Go and Live
on Mars?
【知識・技能】
関係代名詞,関係副詞を使った文を
理解している。
【思考・判断・表現】
自分や相手の経験などについて意
思疎通を図ったり、相手に提案や
必要を伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
関係詞を使った英文の内容を理解
し、適切な思考・判断をもってそ
れに応答する。

・指導事項：
関係詞
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

〇

〇

〇

〇

○ ○

１
学
期

Lesson7Part1 Can We Go and Live
on Mars?
【知識・技能】
関係詞ついて英語で表現できる。
【思考・判断・表現】
関係詞を使った英文の内容を理解
し、適切な思考・判断をもってそ
れに応答する。
【主体的に学習に取り組む態度】
関係詞の表現を使って，自分の考
えを聞き手に積極的に伝えようと
している。

〇 〇

Lesson9 Send Our Love to the
World
【知識・技能】
文の種類・助動詞・受動態を使っ
た文を理解している。文の理解を
もとに，データからわかることを
発表する技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
食べ物や文化、活動への参加につ
いて，問題点も含め，グループで
の話し合いをとおして，自分たち
の考えをまとめ，聞き手にわかり
やすく伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
食べ物や文化、活動への参加につ
いて，グループでの話し合いをと
おして，自分たちの考えをまと
め，聞き手に積極的に伝えようと
している。

・指導事項：
さまざまな受湯態・構文・不定
詞・動名詞
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○ 〇 〇

Lesson8 Language and Society
【知識・技能】
さまざまな文の種類・助動詞・受
動態を使った文を理解している。
【思考・判断・表現】
肯定文・否定文・疑問文を使った
英文の内容を理解し、適切な思
考・判断をもってそれに応答す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な文のスタイルを使った表現
を習得しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
ペアでの話し合いをとおして，自
分たちの考えをまとめ，聞き手に
積極的に伝えようとしている。

・指導事項：
文の種類・助動詞・受動態
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○ 〇

中間考査

期末考査

１学期の復習



○ ○ 1

〇 〇 〇 〇 〇 2

○○ ○

２
学
期

〇 〇

左記の具体的な指導目標の達成度を、定
期考査、小テスト、提出物、授業中の活
動により、総合的に評価する。

期末考査・2学期の復習 ・指導事項：
2学期に学習した事項の復習
・教材：教科書、ワークシート
・一人１台端末の活用

○ 〇 〇

期末考査

２学期の復習

5



３年次の復習

5

3
学
期

53

合
計



年間授業計画

東京都立千歳丘高等学校 令和８年度（３学年用） 教科 総合的な探究の時間　科目 総合的な探究の時間

教　科： 総合的な探究の時間 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 7 組

使用教科書：

教科

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目

２
学
期

○

１
学
期

生徒一人一人の進路実現にむけての
現状を把握する
・卒業後の進路の目標を見いだす

○ ○ ○

○ ○

生徒一人一人の進路の目標が具体的
に決まり、合格までの取り組みを計
画し、実行する。

・志望する企業や学校の情報を収
集・分析したりして、合格するま
での計画を立てられるようにす
る。

【知識及び技能】情報の収集や問題解決に関
する知識・技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】検証などに
よって得られた情報を整理・分析し、計画性
をもって取り組んでいる。
【学びに向かう力、人間性等】自ら進んで、
志望する企業や学校を決め、合格できるよう
に意欲的に取り組んでいる

３
学
期

三年間の学校生活の振り返り
・自ら作成した資料を他者に発表
し、交流する。

・作成した資料を発表したり、他
者と交流したりすることで、高校
生活を振り返る。

【知識及び技能】発表する資料や原稿を作成
する知識及び技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】発表や他者と
の交流から、新たな考えを見いだすことがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】自ら進んで交
流し、向上力をもって取り組もうとしてい
る。

三年間の学校生活をまとめ、他者に
報告できるように資料を作成する。

・自分で経験した三年間の学校生
活について、情報を整理してまと
め・表現できるようにする。

【知識及び技能】情報の整理や表現に関する
知識・技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】自分で行った
経験を分かりやすくまとめ、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】報告する内容
をより分かりやすいものになるよう、進んで
工夫している。

○ ○

合計

0

指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1年次および2年次での生活や学習
の理解度を把握させ、卒業後の進
路の目標を見いだすことができる
ようにする。

【知識及び技能】自己を客観的に見つめるこ
とが身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】自己の生活態
度や成績状況から卒業後の進路の目標を見い
だしている。
【学びに向かう力、人間性等】進路の目標を
にむけて、主体的・協働的に取り組んでい
る。

○

○

○ ○

総合的な探究の時間 1

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

総合的な探究の時間 の目標

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析し
て，まとめ・表現することができるようにする。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよ
い社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間 の目標

配当
時数

単元の具体的な指導目標

探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成
し，探究の意義や価値を理解するようにする。

自分や自分に関わりのある人、事象に対して
謙虚に向き合い、自分の進むべき道を決める
ことの大切さを理解する。また、課題探究に
主体的・協働的に取り組み、よりよい社会を
実現しようとする。

【学びに向かう力、人間性等】

【 知　識　及　び　技　能 】

自己理解、他者理解、適性について、実際に行
動することで理解を深める。また、課題の発見
と解決に必要な知識及び技能を身に付ける。

自らの個性や適性について向き合い、自分ら
しいコミュニケーションの取り方を見つけ
る。また、問いを見いだし，自分で課題を立
て，情報を集め，整理・分析して，まとめ・
表現することができるようにする。
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